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 要  旨 
背景・目的 
近年、インターネット上での、ブログ、掲示板、口コミサイト、オンラインストアにおけるレビュー記事などの増加により、
一般の個人が発信した情報が膨大に流通するようになった。このような情報には、特定の商品や出来事など、ある対象に関する
その人の評価・感情・意見といった評価に関する情報が含まれている。これらの情報をマーケティングや情報推薦、絵画・画像、
映画、音楽などの感性検索へ応用するため、自然言語処理の分野では、このような評価情報の増加を受けて、膨大な情報の中に
ある感情や評価に関する情報をテキスト中から発見、抽出および整理、集約するためにマイニング手法を用いた研究が多く行わ
れている。一般に、絵画や映画などは、評価情報から意見・感情を抽出しメタデータとして利用されるが、書籍はそれ自体が既
にメタデータとなり評価情報はあまり扱われなかった。しかし、書籍レビューを用いて他対象の評価表現と同様に、書籍の情報
推薦などに利用できるのではないかと考える。レビューの内容的な類似度を書籍の類似度と捉えれば新たな側面からの書籍推薦
が可能になるのではないか、また、似た意見・評価を持つレビュアーで分類ができれば、購買履歴による推薦とは異なる観点か
らの書籍推薦ができるのではないだろうか。そこで、本研究では、書籍の評価情報を対象とし書籍紹介文の評価表現の研究を行
う。研究を行うにあたり、先述したように、書籍の評価・感情表現研究はあるが少なく、評価要素とそれに対する評価表現の関
係は明確ではない。以上を踏まえて、他の商品レビューと比較してどういった特性があるのか、また書籍の評価指標と評価表現
の関係を計量的に分析し、書籍の評価表現の構造について検討する。そして、レビューの内容的な類似度により書籍およびレビ
ュアーの分類を行う。 
 
方法 
まず、書籍紹介文及び評価対象が異なる評価文書（web 上の映画・電化製品に関するレビュー）を収集しコーパスを構築し、
単語頻度と係り受け頻度からそれらの特性を明らかにする。書籍の評価における＜属性＞と＜評価＞の関係を調査する。そして
書籍紹介文において出現する単語を用いてクラスタリングすることによりレビューの内容的な類似度から書籍およびレビュア
ーの分類を試みる。 
 
結果と考察 
 小説レビューと性質の異なる他の商品レビューとの比較および書籍紹介文における＜属性＞と＜評価＞の関係から評価の対
象、属性による使用評価語の特徴が分かった。また、レビューの内容的な類似度により小説の分類に成功した。さらに、LSA
の手法を用いることで、より内容が類似した小説群でクラスタを生成し分類精度が向上した。 
 
